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ドクダ ミ茶 の 採 取時期 に おけ る無機構成成分
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緒　言

　わ が 国の 死 因構造 の 中心 で あ る生活習慣病が ， 日常

的な生活 の 中で 予防 で き健康 維持 が で き れ ば ， 健康 を

損ね 治療 を受け る よ りも意義深 い も の が あ る 。こ れ ら

生活習慣病の 要 因 に 食生活を は じめ とす る 日本人 の 生

　＊
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44

活様式の 変化 などが あげちれ健康意識 が 高ま り， その

潜在的 ニ
ーズ は ， 健康

・
自然食品 に 向け られ る よ っ に

．な っ た 。
こ の ような傾 向 は ， 最近 の 嗜好飲料 に もみ ら

れ ， 健康
・
自然食品をイ メージする い ろ い ろ な薬草植

物 が ブ レ ン ドされ て い る 。

　 こ れ らの
一．一

つ で あ る 「ドクダ ミ」は ， 北海道を除 く

本州 ，
四 国， 九州 の 低地 に ど こ に で もみ られ，

一
般的

に も ドクダ ミ茶 と し て 親 し ま れ て い る。「ドク ダ ミ

（H 。uttaynia 　contata 　Thunb ．）」
’・2，は，被子植物 門の ド
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クダ ミ科 に属 し， 多種 の 薬用 が ある の で 「十薬 （じ ゅ

うや ⇔ 」ともい われ る D その 成長過 程 は
，

地 下茎 で越

冬 し，4 月初 旬 に 地下茎が 地上茎 に 変 じ新芽 を付け ， そ

の 後， 葉は 有柄 の 心臓形 で葉柄 の 付け根 に は 膜質の 托

葉 をもち，梅雨時期 まで に 花 の よ うに み え る 4 枚 の 大

形 の 白 い 総 ほ うを 見せ
， そ の 総 ほ うに は花被 が な く，

普通 の 花弁 よりや わ らか な美 しさが あ る 。 ま た，総 ほ

っ に は 花粉 が な くて 種 子 の で きる，い わゆ る複相単為

生殖 に より完全 に 結実 し， そ の 後，総 ほ うは枯れ花檍

（か す い ）が 著 し く伸び る。生葉 に は ， 独特な臭気 を発

Slるデカ ノ イル ア ル デ ヒ ドと言 う強力な抗蔚作用 の あ

る成分 を含む が，乾燥 させ る と臭気は 消失 し ， 茶 と し

て飲用 が 可能で ，利尿作用 ， 血 圧 の 調整 ， 生活習慣病
な ど に 効果が ある とい われる

3’9］。

　そ こ で
， 著者 らは ， ドクダ ミの 成長過程 が特異 的で ，

とくに複相単為生殖 に よ る完全結実 と，自家用 に は 白

い 総 ほ うの 咲 い て い る頃に採取し 日陰 で 風乾後使用す

る事 が伝承 さ れ て い る点 に 注 目し， 生体調節機能 に 関

与する無機成分 の成長に よる変化 を， 相 関分析，多変

量解析法 に より解析し，そ の 意義 を検討 した
6・Z8）。

実験試料 および方法

　 1） 試　料

　東京都町 田 市 の 丘 陵 地 に 自生 して い る ドク ダ ミを，
4 月初旬に 地 下茎 が 地上茎 に変 じ た後 ，4〜5cm に伸

び幼葉 を 2〜3枚付けた 時 （以下，萌芽期）と，6 月中

旬自 い 花被 の な い 花 の ような総 ほ うをつ け，その 総 ほ

うが枯れ る直前 （以下 ， 結実期）， さらに ， 7 月中旬花

穂が伸び 終 わ っ た時 （以下 ， 本葉期） を採取 し，萌芽

期 ， 結実期，本葉期 と名付け た 3期 と，結笑期 の 葉部
の み 似 下 ， 葉部），総 ほ う部 の み 似 下，花部）の 2
種類の 各生 100g を ， 流水中で 5 回洗浄 ， 再蒸留水 3 回

洗浄後， 濾紙上 で 付着水 を除い た。

　2） 方　法

　 イ． 無機成分 の 分 析

　生試料 を細か く切 り， 60℃ 送風 乾燥器 中で 予備乾燥

を行 う。カ ー
トリッ ジ ミル で 粉砕後，磁製 ル ツ ボ で 電

気炉 ・350℃ で加熱灰化 した 。灰化物 を lN −HC1 で

蒸 発 乾固 を繰 り返 し， 濾過後
一

定容 と し， 原子吸光法

で行 っ た。

　 ロ ， 統計処 理

　3期 ・2種類 の 無機成 分 含 有量 と成長期と の 関係を，
相関分析 ， 多変 量 解析法 （主成分分析 法）に より解析

を行 っ た。

表 1．　ドク ダ ミ乾 燥 10  g 当た りの 無機成分 含有 量

　　 （mg ）

成分 萌芽 期 結実期 花部 葉 部 本葉期

Ca74071037072078  

Mg270300270290320

K45004100250042004500

Fe41282728 4 

Zn3 ．93 ．05 ．32 ．87 ．1
CuL61 ．0 ユ．8D ．94O 、94
Mn3 ．53 ．52 ．93 ．64 ，0

結果 お よび考察

　 1． 無機成分分析

　 成長期別 の 3期 と葉部，花部の 2 種類 の ドク ダ ミ乾

燥 100g 中の 無機成分含有量 （表 1）は ，
　 K が 圧倒的に

多 く， 次 に Ca，　Mg の 順 に 続 き，
　Fe，

　Zn，　Cu，　Mn は，
とくに 微量 で，そ の 中で は Fe が 多 い 。また，　 Mg ，　Mn

以外 の 成分 は結実 期 に い っ た ん 減少 し， 本葉期 に は増

加 をす るが
， 中に は K

， Fe，　 Cu の ように ， さらに減少

す る成分 もある。また ， Zn は花部 と本葉期 に ，
　Cu は花

部 に 多 く，Mn は花部 に は 少な い 。成 長 期別 に は
， ゆ る

や か に 増加 す る Mg ，　Mn や ，結実期 に い っ た ん 減少す

る成分，花部 に 特異的に 多い Cu，本葉期に多い Zn，　Mn
な ど含有量 が 異 な る。と くに ， 花部の Cu の 含有量 を食

品微 量元素表
5）

で 比較すると著 し く多く，花部 の 複相

単為 生 殖 に よ る完全結実 した 種実 が 含 まれ て い ると考

えられ， ドクダ ミ茶の採取時期 として 総 ほ うの 終わ る

頃 が，望 ましい
4）

こ とが 示 唆 で き る。

　 2． 相 関分 析

　 無機成分 の 相関分析 で は ， Ca と K に有意水準 ユ％

で 正 の 相関 （r＝O．99）が，Mg と Mn に は有意水準 5

％ で 正 の 相関 （r ＝0．90）が 認 め ら れ た 。すなわ ち，表
1 か らも， K と Ca に は お お よそ 6 ：1，　Mg と Mn に は

80 ：1程度 の割合で 互 い に 増加す る関係が 認 め られ る

カ 　逆 に Ca と Cu （r ＝ − O．92），　K と Cu （r ＝ − 0．88）
の 間 に は有意水準 5％ で 負 の 相 関が 認 め られ ， Ca，

　 K
が 多 く Cu が 少 な い 関係 は花部 と本葉期 に 認 め ちれ

る、

　 3． 主成分分析

　主成分分 析 （表 2
， 図 1）の ，1．0以上 の 固有値に対

す る 2 つ の 主成分 の 因子負荷量 で ， 対象 とす る ドクダ

ミの 無機成分 の 全変動 の 83．6％ を説明 で き， 第 1主成

分 に は Ca，　 Mg ，　 K ，　Mn に 正 の
，
　 Cu に 負 の 大 きい 因

子負荷 量が 認 め られ ， 第 1主成分 は ドクダ ミの 無機成

分 を構成する 主 な 成分 と完全 結実に よ る成分 と解釈 で

（331） 45
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き る。第 2 主成分 に は Fe
，
　Zn の 正 の 大 きい 因子負荷量

が 認 め られ ，複相単為生殖に深く関与する成分 と解釈

で き る。したが っ て， ドクダ ミが 地下茎 か ら地 上茎 に

変化 し ， 葉 を付 け複 相 単為 生殖 をす る過程 に 必要 な無

機成分 は Ca，　Mg ，
　K ，

　Mn で あ り，総 ほ うの 花粉 が な

く種実の で き る特異的な複相単為生殖 を補助する の は

Fe，　Zn で あ L），そ の 結果，完全結実 に よる 種実は Cu

を含有 し総 ほ うに 存在する こ とが 推測 され ， ドクダ ミ

の 特異性 を明確に 把握 で きる。成長期別 で は ， 第 1 主

成分 で 全変動の 99．7％ が 説明 で き， 因子行列か ら は そ

の 特性 を把握す る事が 困難 で あ るが，意味付けが 比較

的明確 な 2次元布置図 （図2）で 花部 は，成長期 3 期 と

表 2．因子負荷行列

主成分
Fl F2

無機成分

Ca 0．946／
一

〇．工588

Mg 0，79750 ．0215

K 0．9193 一〇．1034

Fe 0．57430 ．6734

Zn 0．14960 ．8898

Cu 一
〇．8097D ．4455

Mn o．99310 ，0676

固有値 4 ．37 1．48

累積 寄与率 （％） 62．4 83，6

第一主成分

葉部 とは異な っ た と こ ろに 布置 さ れ ， ド ク ダ ミ の 花部，

すなわ ち総ほ うは他 と異 な る こ とが 認め られ る。
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図 1．主成分 分析法 に よ る ド クダ ミ無機成分 の 2 次 元布

　 　 置

　 　 　 　 　 　 　 　 第
一主成分

゜・°6
「
一〆

一

要 　約

　ドクダ ミ茶加工 の 採取時期 として は ，

一
般 に 花 の よ

うな 白 い 総 ほ うが 終 わる頃が 適 して い ると言われ て い

る。そ こ で ， ドクダ ミの 成長期 を「萌芽期」，「結実期」，

「本葉期」 と名付 け ， こ の 3期 と， 結実期 の 「葉部」，

「花部 」の 2 種類の 無機成分含有量を分析 した。さらに ，

採取時期 の 意義 を ， 相関分析，主成分分析 法 に よ り解

析 を試 み た。

　1．　 ドクダ ミの 無機成分 は ， カ リウ ム が も っ と も多

く， カ ル シ ウ ム ，マ グネ シ ウ ム ，鉄，マ ン ガ ン
， 亜鉛

は成長 と と もに 増加 し， 釧 は複相単為生殖後 の 花部 に

多い
。

　2． カ リウ ム とカ ル シ ウム は 6 ；1，
マ ン ガ ン とマ グ

ネシ ウム は 80 ：1 ほ ど の 比率 で 増加 し，カ ル シ ウ ム ・

カ 1）ウ ム と銅 で は 反比例す る関係が あ り， 花部，本葉

期に 認 め られ る。

　 3、 主成分分析で は 第 1 主成分 に，カ ル シ ウム ，
マ

グネ シ ウ ム ，カ リウ ム ，マ ン ガ ン と銅 が 抽 出され， ド

クダ ミの 無機成分 を構成する主な成分 と複相単為生殖

に より増加す る成分 と考えられ ， 第 2主成分 の 鉱 亜

鉛 は 複相単為生殖に 深 く関与す る成分 と考え られ る．

　 4． 成長期別の 主成分分 析法 で は，2 次元布 置図 か

ら花部の 特異性が 推測が で きる 。

　 5， 以上 の こ とか ら，経験的 に い われ て い る ドク ダ

ミ採取時期 は 総 ほ うの 終 わ る 頃 が よい と さ れ る が ， 3

成長期 と花部，葉部に 分け る こ と に よ り明 確 に で きた。

ゆえに，昨今の 食生活 に 派生する 味覚異常や高齢者の

無機成分 摂取不足な ど の 改善に は ， 手軽に 日常的な飲

用 が 望 ましい 薬 用植物 と考 え られ る。

O，04 ● 詑部

〈R

篇　・… ．

蠱
　 。P，　　 西2

一
〇．02

a、9996

篶轡
1．0　 04

図 2．主成分 分 析 法 に よ る ドク ダ ミ成長 期 の 2次 元布 置
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